
近
世
民
衆

、

天
皇
即
位
式
拝
見

遊
楽
と
し
て
の
即
位
儀
礼
見
物

森

田

登

代

子

近世民衆、天皇即位式拝見

は
じ

め
に

近
世
の
庶
民
階
層
は
天
皇
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象

に
関
心
が
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
内
山
美
樹
子
氏

は

「近
世

の
演
劇
文
化

に
と

っ
て
天

皇

の
存
在
は
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
近
世

に
は
天
皇
が
民
衆
に
直
接
権
力
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
近
世

の

一
般
民
衆
は
天
皇
に
対

し
、
ま

っ
た
く
無
関
心
で
あ

っ
た
、
と

の
説

に
は
、
文
化
史
的
視
点
か
ら
従

い

　
ユ
　

が
た
い
」
と
演
劇

の
分
野
か
ら
指
摘
す
る
。
庶
民

の
天
皇

に
対
す
る
関
心
に
つ

い
て
は
、
歌
舞
伎
衣
装
の
形
状
か
ら
も
看
取

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ぽ

お

み
ご
ろ
も

小
忌
衣
が
あ
る
。
歌
舞
伎
衣
裳

に
登
場
す

る
小
忌
衣
は
羽
織
を
長
く
し
た
よ
う

な
形
で
、
前
を
華
鬘
結
び
に
す
る
。
首

の
ま
わ
り
に
き
ら
び
や
か
な
別
布
の
襟

襞
が

つ
き
、
お
も

に
武
将
や
貴
人
の
部
屋
着
と
し
て
着
用
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
は
大
嘗
会
で
斎
戒
を
行
う
小
忌
の
位
以
上
が
着
用
す
る
青
摺
り
の
衣
裳
を

　　
　

濫
觴
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
両
者

の
衣
裳

の
形
状
や
材
質

は
全
く
似
た

と
こ
ろ
が
な
い
の
だ
が
、
高
貴
な
人

の
着
衣
衣
裳
と
い
う
属
性
は
通
底
し
て
お

り
、
天
皇
関
係
行
事
か
ら
庶
民
が
知
り
得
た
も

の
を
具
現
化
し
た

一
例
と
し
て

小
忌
衣
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
世
、
再
興
と
な

っ
た
大
嘗
会
に
対

す
る
庶
民

の
関
心
が
新
し
い
歌
舞
伎
衣
装
を
う
み
だ
す
契
機
と
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
嘗
会
は
天
皇
家
の
神
事
ゆ
え
庶
民

の
拝
見
が
可
能
だ

っ
た
と

は
考
え

に
く
い
。

で
は
天
皇
即
位
式

(即
位
儀
礼
)
な
ら
ぽ
庶
民
は
拝
見

で
き

た
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
の
日
常
生
活

に
何
ら
か
の

影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

本
稿

は
、
近
世

の
庶
民
が
実
際
に
見
聞
し
た
即
位
儀
礼
の
変
遷
を
た
ど
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
位
儀
礼
を
告
知
す
る
町
触
れ
、
公
私

の
観
覧
日
記
や

即
位
式
を
実
況
す
る
図
像
資
料
を
渉
猟
し
な
が
ら
庶
民
階
層
が
即
位
儀
礼
を
拝
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見
す
る
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
事
実
を
確
認

し
、
日
常
生
活

へ
の
影
響

に
つ
い
て

も
言
及
す
る
。
そ
の
上
で
近
世
で
は
即
位
儀
礼
に
対
し
て
近
代
や
現
代
と
は
異

な
る
精
神
性
を
併

せ
持

っ
て
い
た
こ
と
を
分
析
す
る
。

一

大
嘗
会
装
束

「小
忌
」
と
歌
舞
伎
衣
裳

「
小
忌
衣
」

せ
ん
そ

承
久

三
年

(
一
二
二

一
)
仲
恭

天
皇

の
践
祚
後
、
承
久

の
乱
が
勃
発
、
即

位

・
大
嘗
会

の
儀
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
と
く

に
室
町
時
代
、
後
柏
原
天
皇
か
ら
大
嘗
会

は
中
絶
し
、
践
祚

・
即
位
は
行
え
て

も
大
嘗
会
が

で
き
な
い
事
態
が
二
二
〇
年
あ
ま
り
続

い
た
。
貞
享
四
年

(
一
六

八
七
)

一
=
二
代
東
山
天
皇
即
位
の
と
き

に

一
度
再
興

に
な
る
が
続

か
ず
、
大

嘗
会
が
正
式

に
復
興
と
な

っ
た
の
は
徳
川
吉
宗

の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、

一
一

五
代
桜
町
天
皇

か
ら

で
あ
る
。
元
文
三
年

(
一
七
三
八
)
の
こ
と
で
あ
る
。
吉

宗
は
大
嘗
会

の
記
録
を
荷
田
在
満
に
依
頼

す
る
。
そ
れ
が

『大
嘗
会
便
蒙
』

で

　ヨ
　

あ
る
。
し
か
し
元
文
四
年
刊
の
書
は
幕
命

に
よ
り
版
木
が
没
収
さ
れ
、
在
満
は

　　
　

閉
門
と
な

っ
た
。

元
文
三
年

の
大
嘗
会
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
記
録
し
た

『大
嘗
会
便
蒙
』

で

は
参
列
し
た
公
達
の
衣
裳
も
挿
絵
入
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
で
は
荷
田
在
満

『大
嘗
会
便
蒙
』

の
写
本
を
七
種
類
所
蔵
す
る
が
、
そ

の
こ
と
ご
と
く
に

「
小
忌
着
用
之
躰
」
と

し
て

「
私
小
忌
、
諸
司
小
忌
、
出
納

小
忌
、
如
形
小
忌
」
を
着
用
し
た
挿
絵
が
描
か
れ
る
。
が
、

ひ
げ
が
添
、兄
ら
れ

た
り
小
忌

の
摺
り
文
様
が
消
え
た
り
な
ど
、
写
本
段
階
で
の
変
形
が
散
見
し
て

　
　
　

お
り
、
そ
こ
に
は
筆
写
し
た
人
々
の
意
識
的

・
無
意
識
的
見
解
が
加
え
ら
れ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
庶
民
が
拝
見
で
き
な
い
大
嘗
会
を
唯

一
知
る
こ
と

の
で

き
る

『大
嘗
会
便
蒙
』

の
写
本
が
こ
の
よ
う
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、

大
嘗
会
に
対
す
る
庶
民

の
関
心
の
高
さ
を
物
語
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。

世
上

の
噂
や
事
件
は
歌
舞
伎
と

い
っ
た
庶
民

の
娯
楽
に
格
好

の
材
料
を
与
え

た
。
当
然
大
嘗
会

の

一
件
も
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
嘗
会
で
着
衣

す
る
斎
服

の
小
忌
が
、

一
九
世
紀
以
降

の
歌
舞
伎
衣
裳
の
小
忌
衣
誕
生
に
力
を

貸
し
た
こ
と
は

「
は
じ
め
に
」
で
軽
く
ふ
れ
た
。
歌
舞
伎
役
者
絵
を
衣
裳
に
関

し
て
綿
密

に
た
ど

っ
て
い
く
と
、
小
忌
↓

お
み
ご
ろ
も
↓
御
身

・
衣
↓
小
忌

衣
11
貴
人

の
部
屋
着
と
変
化
す
る
過
程
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す

　　
　

　ア
　

で
に
言
及
し
て
い
る
の
で
詳
し
く
は
省
く
が
、
謀
反
人
か
ら
純
然
た
る
武
将
や

貴
人

へ
と
い
っ
た
歌
舞
伎

の
役
柄
上

の
変
遷
は
あ

っ
て
も
、
彼
ら
が
お
し
な
べ

て
小
忌
衣
を
着

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
大
嘗
会

に
対
す
る
関
心
を
抜
き

に
し　　

　

て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
後
述
す
る
天
皇
即
位
儀
礼

で
着
用
す
る
肩
当

も
歌
舞
伎
衣
裳
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
を
巡
る
儀
礼

で
使
用
さ
れ
る

衣
裳
や
調
度
品
は
庶
民

に
多
大
な
関
心
を
誘

っ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
の
で

あ
る
。
で
は
天
皇
即
位
式
に
対
し
て
は
庶
民
は
ど
の
よ
う

に
反
応
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
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二

天
皇
即
位
式
を
見
物
す
る
ー

『京
都
町
触
集
成
』
か
ら

譲
位
は
、
新
天
皇

の
立
場
か
ら
は
践
祚
、
受
禅
と
も

い
い
、
実
際
的

に
は
皇

位
継
承
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
皇
位

に
即

い
て
か
ら
若
干
の
時
日
を
お
い
て
、

こ
れ
を
天
下
に
公
示
す
る
儀
式
が
即
位
式

で
あ
る
。
即
位
式

の
後
に
実
施
さ
れ

る
大
嘗
会
は
、
新
天
皇
と
天
皇
家

の
祖
先
と

の
交
感
と
い
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

面
を
有
し
た
神
祭
り
の
儀
式
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
即
位
儀
礼
は
公

的
な
就
任
儀
礼
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
大
嘗
会
、
新
嘗
祭
と
即
位
儀
礼
が
と
も
に
京
都

の
庶
民
に
告
知
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
元
禄

五
年

(
一
六
九
二
)
か
ら

の
町
触

れ
が
記
述
さ
れ
た

『京
都
町
触
集
成
』
か
ら
う
か
が

い
知
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
大

　　
　

嘗
会
は
寛
延
元
年

(
一
七
四
八
)
の
桃
園
天
皇
か
ら
記
載
さ
れ
、
新
嘗
祭
は
延

　
り
　

享

二
年

(
一
七
四
五
)

の
桜
町
天
皇
か
ら
毎
年
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
天
皇
即
位
儀
礼

の
記
述
は
宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)

一
一
月

一
一
日
の

一
一
四
代
中
御
門
天
皇
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
以
前

の
慶

長

一
六
年

(
一
亠全

一
)
即
位

の

一
〇
八
代
後
水
尾
天
皇

か
ら
、
寛
永
六
年

(
一
六
二
九
)
即
位

の

一
〇
九
代
明
正
天
皇
、
寛
永

二
〇
年

(
=
ハ
四
三
)
即
位

の

=

○
代
後
光
明

天
皇
、
承
応

三
年

(
一
六
五
四
)
即
位

の

一
一
一
代
後

西
天
皇
、
寛
文
三
年

(
一
六
六
三
)
即
位

の

一
一
二
代
霊
元
天
皇

、
貞
享
四
年

(
一
六
八
七
)
即
位

の

一
=
二
代
東
山
天
皇
ま
で
は
記
載
を
み
な

い
。

と
こ
ろ
が
後
述
す
る
明
正
天
皇
御
即
位
行
幸

の
屏
風
図
か
ら
、
寛
永
七
年
九

月

一
二
日
、
明
正
天
皇
即
位
式
は
大
勢

の
庶
民
が
身
近
に
観
覧
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
庶
民
側
に
即
位
儀
礼
見
物
が
許
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る

(そ
れ
以
前
か
ら
庶
民
の
即
位
儀
礼
見
物
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
た
い
)。

先
述
し
た
よ
う
に
、
即
位
儀
礼

の
最
初

の
触
れ
は
宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)

一
一
月

=

日

の
一
一
四
代
中
御
門
天
皇

の
即
位
式
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
記

す

(以
下
触
れ
は

『京
都
町
触
集
成
』
の
本
文
通
り
引
用
。
同
じ
内
容
の
触
れ
で
も

漢
字
や
送
り
仮
名
の
違
う
場
合
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
記
す
)。

口
触

当
十

一
日
御
即
位
候
、
火
之
用
心
之
儀
、
先
達

而
相
触
候

へ
共
、
年
寄

家
主
無
油
断
借
屋
等
迄
相
廻
り
弥
念
入
候
様

二
、
洛
中
洛
外

へ
急
度
可

相
触
者
也寅

十

一
月
九
日

口
触

明
十

一
日
御
即
位

二
付
拝
見

二
参
候
儀
、
僧
尼
并
法
躰
之
も
の
は
不
罷

成
候
条
、
此
旨
洛
中
洛
外
江
可
令
触
知
者
也

　　
　

寅
十

一
月
十
日

朝
廷
行
事

へ
の
庶
民
参
加
も
、
そ
う
た
び
た
び

で
は
な
い
が
伝
達
さ
れ
て
い
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た
よ
う
で
あ
る
。
町
触
れ
に
は
禁
裏

へ
の
見
学
が
何
例
か
記
載
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
元
禄

一
六
年

一
二
月

二
六
日
の
触
れ
に
、
「来
月
内
侍
所

江
参
詣
人

之
儀
、
元
日
昼

八
つ
時

ヨ
リ
七

つ
時
迄
之
内
、
参
詣

い
た
し
候
様

二
可
申
聞

　ほ
　
事
」
と
、
元
旦
参
詣
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
庶
民
が
禁
裏
で
催
さ
れ
る

能
狂
言
を
観
劇
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ

っ
た
。

延
享
四
年

一
〇
月
二
六
日
と
二
七
日
禁
裏

で
能
狂
言
が
開
催
さ
れ
た
お
り
、

　
お
　

拝
見
す
る
た
め
の
札
を
所
持
す
れ
ぽ
観
劇

で
き
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
時
代
は

下
る
が
、
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
正
月
七

日
の
触
れ
に
は

「
明
八
日
節
分

二

付
、
内
侍
所
江
雑
入
参
詣
之
儀
、
例
年
之

通
り
相
心
得
可
申
候
事

但
、
暮
時

限

二
而
参
詣
不
相
成
候
、
尤
御
場
所
柄
之
儀
、
込
合
不
申
様
相
心
得
可
致
参
詣

　
レ
　

候
事

右
之
趣
洛
中
洛
外

へ
可
相
触
も

の
也
」
と
あ

っ
て
、
毎
年
節
分
参
賀
が

催
さ
れ
た
こ
と
や
節
分
参
詣
で
内
侍
所
が

混
み
合

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お

　め
　

弘
化
三
年
は

一
二
月

に
も

「
来

ル

一
八
日
節
分

二
付

(以
下
略
)」
と
二
度
節

分
が
あ

っ
た
。
本
来
節
分
は
四
季
の
変
わ
り
目
で
あ
る
か
ら
、
実
際
は
も

っ
と

御
所
参
詣
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
庶
民
が
御

所

へ
伺
候
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
同
じ
く
弘
化
三
年

の
話

で
は
あ
る
け
れ
ど
仁
孝

天
皇

の
重
病
時
、
「禁
裏
御
違
例

二
付
、
来

ル
八
日
初
午
当
日
前

日
共
、
所
之

稲
荷
社
に
て
大
業
之
儀
無
之
様
可
致
、
尤
御
所
近
辺
者
猶
更
之
儀
、
太
皷
抔
打

候
儀
も
可
致
遠
慮
候
、
此
旨

〔早

々
〕
洛

中
洛
外
町
続

江
可
申
通
事

午

二
月

〔
五
日
〕
」

の
布
告
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
御
所

の
内
情
が
逐

一
庶
民
に
知
ら
さ

　め
　

れ
る

一
方
で
、
初
午
行
事
や
御
所
近
辺
で
太
鼓
を
叩
く
こ
と
を
禁
止
す
る
な
ど

の
細
か
い
禁
止
事
項
を
添
え
る
こ
と
な
ど
を
慮

る
に
、
両
者

の
関
係

に
は
親
近

の
情
が
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
御
所

の
諸
行
事
を
通
じ
て
、
御
所
と
庶
民
と
の
間
に
は
連
繋
が

見
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
各
天
皇
即
位
式
に
も
必
ず
庶
民

の
拝
見
が
許
可
さ
れ
て

お
り
、
下
記
の
町
触
れ
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
入
場
許
可
条
件
が
逐

一
布
告
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

天
皇
即
位
式
を
観
覧
す
る
場
合
、
進
行
を
乱
す
行
動
は
厳
と
し
て
慎
ま
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
禁
裏
内
を
走
り
回

っ
た
り
騒
い
だ
り
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
死
穢
の
忌
避
と
解
す
べ
き
仏
事
関
係
者
、
た
と

え
ば
僧
衣
着
用
者

の
観
覧
も
忌
避
さ
れ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
朝
儀
を
冷
静

に
見
守
る
地
域
住
民

の
心
得
と
し
て
火
の
元
始
末

も
通
告
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
遵
守
す
べ
き
基
本
的
事
項
と
し
た
う
え
で
、
庶
民

に
即
位
式
観
覧

の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
庶
民
が
天
皇
即
位
式
を
見
物
す
る
こ

と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
と
も
に
言
祝
ぐ
も

の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
即
位
式

の
触
れ
は
京
都
だ
け
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
後

述
す
る
よ
う
に
大
坂

へ
も
伝
達
さ
れ
て
い
た
。

中
御
門
天
皇

に
続

い
て
、
享
保

二
〇
年

(
一
七
三
五
)

=

月

三
日
、
桜
町

天
皇
即
位
式

に
も
町
触
れ
が
出
さ
れ
た

(火
の
始
末
云
々
に
つ
い
て
は
前
回
同
様

な
の
で
省
く
)。
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口
触

来
月
三
日
、
御
即
位
拝
見

二
参
候
儀

、
僧
尼
并
法
体
之
も

の
者
不
罷
成
候
、

尤
拝
見
之
も
の
立
ち
さ
わ
き
不
申
、
不
作
法
無
之
様

二
可
仕
候
事

右
之

通
洛
中
洛
外

江
可
相
触
者
也

　レ
　

卯
十
月

さ
ら
に
今
回
の
即
位
式
で
は
見
学
用
手

続
き
が
明
確

に
提
示
さ
れ
た
。

明
三
日
、
御
即
位
拝
見
之
儀
、
此
度

者
切
手
札
を
以
男

ハ
御
台
所
門
、
女

者

日
之
御
門
よ
り
入

レ
候
之
条
、
其

通
可
相
心
得
候
、
切
手
札
無
之
者

ハ

不
罷
成
候
、
尤
南
門
開
候
節
、
右
御

門
前

一
切
諸
人
通
候
儀
不
相
成
候
、

此
旨
可
相
触
知
者
也

卯
十

一
月

町
代

誰

右
御
触
唯
今
早
々
相
触
候
様

二
被
仰
渡
候
、
以
上

昨

日
御
築
地
之
内

二
而
致
怪
我
候
者
之
内
、
年
比
五
十
才
余
之
坊
主
、
表

紬

二
茶
裏
之
小
袖
、
絹
花
色
両
面
之

小
袖
あ
わ
セ
羽
折
を
着
し
、
怪
我
い

た
し
候
而
、
右
之
者
人

ー
不
相
知
候

故
、
今
出
川
河
原
に
番

ヲ
付
指
置
候
、

心
当
り
之
も
の
有
之
候

ハ
玉
右
之
所

へ
参
、
見
届
候
上
、
御
役
所

へ
可
申

出
候
、
相
渡
さ
セ
可
申
事

右
之
趣
洛
中
洛
外
可
相
触
者
也

　　
　

卯
十

一
月
五
日

こ
の
二
つ
の
触
れ
か
ら
、
即
位
式
観
覧
券
と
も

い
う
べ
き
切
手
が
発
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
南
門
の
承
明
門
は
即
位
式

に
参
加
す
る
公
家
達
が
入
退
場
す
る

門
な
の
で
庶
民
側

の
通
行
が
規
制
さ
れ
た
こ
と
、
男
性
は
御
台
所
門
か
ら
女
性

は
日
華
門
か
ら
御
所
に
入
場
、
即
位
式

の
参
賀
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と

な
ど
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
生

々
し
い
情
報
も
補
足
さ
れ
た
。
そ
れ
は
実
際

に
拝
見
し
た
人
た
ち

の
後
日
談
で
あ
る
。
見
物
客
同
士
で
喧
嘩
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
怪
我
人

が
出
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
坊
主
姿

の
老
人
が
発
見
さ
れ
た
。
隠
居

の
身

の
よ
う
で
法
体
し
剃
髪
し
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
認
知
症

で
あ

っ
た
ら
し
い
。
結

局
彼
は
即
位
式

の
翌
日
、
当
日
着
用
し
た
衣
服

の
詳
細
を
触
れ
に
記
述
さ
れ
、

　　
　

今
出
川
の
河
原
で
心
当
た
り
の
親
類
縁
者
を
待

つ
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
覧
者

の
行
状
に
懲
り
た
の
で
あ
ろ
う
。
延
享
四
年

(
一
七
四

七
)
九
月
二

一
日
、

一
一
六
代
桃
園
天
皇
即
位
式

に
は
前
回
よ
り
拝
見
仕
様
を

厳
し
く
規
定
し
た
触
れ
が
出
さ
れ
た
。
三
通
の
う
ち

一
番
目
は
前
回
同
様
火

の

始
末
な
ど
注
意
を
促
す
町
触
れ
で
あ
る
。
列
ね
て
、

来

ル
十

一
日
、
御
即
位

二
付
、
前
日
拝
見
堅
停
止
之
事

一
右
御
当
日
あ
け
竹
之
内
拝
見
男
百
人
、
女
弐
百
人
切
手
札
を
以
日
御
門

ヨ
リ
入
、
日
御
門
江
出
候
事
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附
り
、
僧
尼
并
重
軽
服
之
輩
可
相
慎
也

一
御
当
日
南
門
之
開
候
問

ハ
往
来
停
止
之
事

一
同
廿
二
日
廿
三
日
拝
見
、
卯

ノ
半
刻

ヨ
リ
申
ノ
半
刻
迄
入
候
事
、
切
手

札

二
不
及
、
日
ノ
御
門

ヨ
リ
入
、

四
つ
足
御
門

ヨ
リ
出
候
事

但
し
、
右
両
日
惣
御
門

ノ
内
清
和
院

口
、
堺
町
、
中
立
売
、
今
出
川
、

右
四
ケ
所
之
御
門

ヨ
リ
拝
見
之
者
可
罷
通
候
、
其
余
之
御
門

ヨ
リ
往

来
堅
不
罷
成
候

右
之
通
御
当
日

ハ
勿
論
、
老
人
幼
少

の
足
弱
類
堅
拝
見

二
罷
出
間
敷
候
、

万

一
右
躰
之
者
参
り
候

ハ
玉
、
吟
味
之
上
後
日

二
急
度
可
申
付
候
、
此
旨

洛
中
洛
外
可
相
触
者
也

　む
　

卯
九
月

こ
の
町
触
れ
を
見
る
か
ぎ
り
、
天
皇
の
即
位
式
が
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な
か
で

執
り
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
し
か
に
新
嘗
祭
で
は

「(寛
延
二
年
)

一
来

ル
十

二
日
新
嘗
会

二
付
、
十

一
日
朝
六

つ
時

ヨ
リ
同
廿
二
日
朝
六

つ
時
迄
、
御
築
地
之
内
、
僧
尼
法
躰
之
輩

往
来
停
止
之
事

一
御
築
地
之
内
、
不
浄
之
輩
往
来
停
止
之
事

一
火
之
元
之

儀
、
弥
無
油
断
裏
借
や

二
至
迄
可
入
念
事

一
来

ル
十

一
日
晩
七

つ
時

ヨ
リ
同

廿
三
日
朝
五
つ
時
迄
、
洛
中
洛
外
寺
院
者
勿
論
、
町
方
共
鐘
鉦
之
音
不
致
様
可

相
慎
候
、
尤
法
事
執
行
候
共
穏
便
可
仕
事

一
諸
勧
進
之
僧
尼
等
、
鉦
打
候
儀

　ね
　

致
問
敷
事

右
之
通
洛
中
洛
外

へ
可
相
触
者
也

巳
十

一
月
九
日
」
と
あ
る
。

前
年
執
行

の
大
嘗
会
で
は

「
(寛
延
元
年
)
大
嘗
会
御
神
事
中
出
火
之
節

は

や
か
ね
之
儀
、
仏
事
類
之
鐘
と
は
訳
も
違
候
故

つ
き
候
間
、
為
心
得
申
廻
候
、

　れ
　

以
上
」
や

「
来

ル
十
七
日
、
大
嘗
会
被
行
候
、
勿
論
諸
人
拝
見
不
相
成
候
、
此

　カ
　

旨
向
ー
江
可
申
聞
候
事

辰
十

一
月
十
四
日
」

の
町
触
れ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
新
嘗
祭

・
大
嘗
会
と
も
に
ど
ん
な
鐘
鉦

の
音
も
自
粛

・
禁
止
す
る
よ
う
に

　お
　

指
導
さ
れ
た
。
出
火

の
時
だ
け
は
鐘
撞
が
認
め
ら
れ
た
。
明
和
元
年

の
大
嘗
会

の
時
も

「
大
嘗
会
御
神
事
中
、
寺

ー
者
勿
論
鐘
鉦
打
候
儀
、
堅
停
止
候
得
共
、

千
本
屋
鋪
早
鐘
撞
候
儀
、
御
神
事
中

二
候
得
と
も
、
仏
事
類
と

ハ
違
ひ
出
火
之

節
平
日
之
通
無
構
鐘
撞

〔可
申
〕
候
、
然
な
か
ら
寺
ー

二
而
早
鐘
撞
候
儀
者
停

止

二
候
問
、
此
旨
心
得
違
無
之
様
可
致
事

右
之
通
洛
中
洛
外
江
可
相
触
も
の

　ム
　

也

申
十
月
廿
六
日
」
と
あ

っ
て
、
鐘
鉦

の
音

に
は
非
常

に
神
経
質

に
な

っ
て

お
り
、
寺
院
で
の
鐘
撞

は
御
法
度

で
あ
る
が
、
火
事
の
場
合

の
み
鐘
を
撞

い
て

も
構
わ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
町
触
れ
が
通
達
さ
れ
る
の

も
、
京

の
町
で
は
寺
院
か
ら

の
鐘

の
音
が
常
時
聞
こ
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

し
、
鉦
を
叩
き
な
が
ら
市
中
で
勧
進
す
る
僧
尼
や
法
体

の
人
々
の
姿
も
多
く
見

ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
生
活
の
音
と
し
て
、
町
屋
か
ら
は
日
常
的

に
朝

夕
勤
行

・
読
誦
す
る
音
が
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
な
ど
が
こ
れ
ら
の
町
触
れ
を
通

し
て
推
察
さ
れ
よ
う
。

大
嘗
会
や
新
嘗
祭

は
天
皇
家

の
神
事
で
あ
り
、

一
般
庶
民
が
拝
見

で
き
な
か

っ
た
。
僧

・
尼

・
法
体
姿

の
入
場
が
禁
じ
ら
れ
、
父
母

の
喪

に
服
す
る
者
ば
か

じ
ゆ
う
ぶ
く

き
よ
う
ぶ
く

り
で
な
く

(重

服
)
、
遠
方
の
親
類

に
服
喪

(軽

服
)
す
る
人
も
入
場
を
憚

っ
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た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
お
し
な
べ
て
天
皇
関
係
行
事
で
あ
る
神
事

の
厳

格
さ
や
神
聖
性
を
強
調
し
、
仏
教
的
な
様

相
全
般
を
忌
避
す
る
こ
と
で
あ

っ
た

こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
明
和
八
年
、
後
桃
園
天
皇
即
位
式

に
つ
づ
く
大
嘗

会

で
は
芝
居
禁
止
の
触
れ
も
出
さ
れ
た
。

此
度
大
嘗
会
御
大
礼

二
付
、
先
格
之

通
四
条
芝
居
相
休
、
右

二
付
御
所
近

辺
其
外
寺
社
方
境
内
芝
居
辻
打
等
も

明
十
九
日
相
休
、
翌
十
日

ヨ
リ
来

ル

廿
二
日
御
規
式
相
済
候
迄
穏
便

二
可
致
候
、
此
段
向
ー

へ
可
申
通
事

　お
　

卯
十

一
月
十
八
日

こ
れ
ら
の
町
触
れ
に
よ
り
新
嘗
祭
や
大
嘗
会

の
皇
室
行
事
執
行
期
間
に
は
普

段

の
生
活
が
規
制
さ
れ
、
芝
居

の
よ
う
な
娯
楽
ま
で
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
庶
民
は
即
位
式
を
含
め
た
皇
室
行
事
を
等
閑
視
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い

の
で
あ
る
。

話
を
即
位
式
に
限
定
し
よ
う
。
後
述
す

る
後
水
尾
天
皇
と
東
福
門
院

の
娘
、

明
正
天
皇

の
即
位
式
行
幸
図
で
は
禁
裏

の
な
か
で
の
庶
民

の
騒
が
し
さ
が
聞
こ

、兄
て
く
る
よ
う
な
構
図
に
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
老
人
や
子
供
の
姿
は
珍
し

く
な
い
。
そ
の
う
え
群
衆

は
物
見
遊
山
に
出
か
け
る
よ
う
な
気
持
ち
で
即
位
式

に
臨
席
し
て
い
る
有
様
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
享
保

二
〇
年

の
桜
町
天
皇
即
位

式
も
や
は
り
大
勢

の
庶
民
の
ざ
わ
め
き
の
な
か
で
挙
行
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
結
果
、

一
二
年
後

の
桃
園
天
皇
即
位
式
で
は
不
祥
事
を
防
ぐ
た
め
と
即
位

式
本
来

の
厳
粛
さ
を
醸
し
出
す
た
め
に
、
幼
児
や
老
人

の
観
覧
が
禁
止
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
入
場
者
数
で
あ
る
。
先
例

の
桜
町
天
皇
で
は
即

位
式
観
覧
入
場
券

(切
手
)
の
説
明
が
あ

っ
た
も

の
の
、
正
確
な
入
場
数
に
つ

い
て
は
記
述
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
桃
園
天
皇
で
は
男
性

一
〇
〇
名
、

女
性
二
〇
〇
名
と
そ
の
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
多
勢
の
庶
民
が
禁
裏
入
場
を

許
さ
れ
即
位
儀
礼
を
見
物
し
た
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
こ
の
女
性
数
が

二
倍
な

の
は
な
ぜ

か
、
そ
の
意
味
や
背
景
は
現
時

点
で
は
謎
で
あ
る
。
そ

の
う
え
切
手
発
行
元
が
誰
か
わ
か
ら
な

い
。
切
手

の
値

段
は
い
く
ら
で
、
そ
の
値
段
を
決
め
た
の
は
誰
な
の
か
。
切
手
は
公
卿

の
臨
時

収
入
に
な

っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
禁
裏

つ
き
の
旗
本

の
懐

に
は
い
っ
た
も
の
な

の
か
、
そ
れ
と
も
冥
加
金

の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
有
料
で

は
な
く
無
料
で
公
家

の
縁
故

の
人
を
対
象

に
切
手
が
配
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
今
後

の
研
究
を
待
ち
た
い
。

つ
づ

い
て

一
一
七
代
後
桜
町
天
皇

(女
帝
)
の
即
位
式
を
み
よ
う
。
即
位
式

は
宝
暦

=
二
年

一
一
月
二
七
日
で
あ
る
。
町
触
れ
か
ら
即
位
式
の
様
子
を
拾

っ

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
通
目
は
以
前
と
同
じ
な
の
で
省
く
。
二
通
目
は
、

来

ル
廿
七
日
御
即
位

二
候
、
前
日
拝
見
停
止
之
事

一
右
御
当
日
あ
け
竹
之
中
拝
見
男
百
人
女
弐
百
人
、
切
手
札
を
以
日
御

門

ヨ
リ
入
、
同
御
門
江
出
候
事

絣



右
者
局
方
客
上

二
而
拝
見
難
成
分
斗
、
附

タ
リ
僧
尼
并
重
服
之
輩
可

相
憚
事

一
御
当
日
僧
尼
拝
見
停
止
之
事

一
御
当
日
南
門
被
開
候
間
者
往
来
停

止
之
事

一
同
廿
八
日
廿
九
日
男
女
僧
尼
拝
見
、
卯
半
刻

ヨ
リ
申
半
刻
迄
入
候
事
、

札
切
手

二
不
及
日
御
門

ヨ
リ
入
、

四
足
御
門

江
出
候
事

但
、
右
両
日
惣
御
門
之
内
清
和
院

口
、
堺
町
、
中
立
売
、
今
出
川
、

右
四
ケ
所
御
門

ヨ
リ
拝
見
之
も

の
可
罷
通
候
、
其
余
之
御
門

ヨ
リ
往

来
堅
不
罷
成
候

右
之
通
御
当
日
者
勿
論
、
老
人
幼
少
足
弱
之
類
堅
拝
見

二
罷
出
間
敷
候
、

万

一
右
躰
之
者
参
候

ハ
玉
吟
味
之
上
後
日
急
度
可
申
付
候
、
此
旨
洛
中

洛
外
江
可
相
触
者
也　　

　

未
十

一
月
廿
二
日

即
位
式
前
日
二
六
日
の
御
所
内
見
学
は
全
面
禁
止
で
、
庶
民
は
翌

二
七
日
の

即
位
式
当
日
に
は
日
華
門
か
ら
入
場
し
拝
見
が
叶

っ
た
。
入
場
数
は
切
手
を
所

持
し
た
三
〇
〇
人
で
、
男
女
比
は

一
対

二
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
従
来

通
り
承
明
門
か
ら
の
入
場
は
禁
止
で
、
そ

の
前
を
往
来
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

僧
尼
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
拝
観
禁
止
で
あ

っ
た
が
、
服
喪
者
は
近
親
者

の
喪
に
服

す
る
重
服
者
だ
け
に
と
ど
ま
り
軽
服
者

の
入
場
は
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

即
位
式

の
翌
日
以
降
の
二
八
日
、
二
九
日

の
午
前
八
時
頃
か
ら
午
後

五
時
頃
ま

で
の
日
中
に
は
僧
尼
の
拝
観
も
許
さ
れ
た
。
日
華
門
か
ら
四
つ
足
門

へ
通
り
抜

け
出
る
よ
う
指
示
を
受
け
て
い
る
が
、
切
手
が
無
く
て
も
構
わ
な
い
し
、
風
体

を
問
わ
ず
入
場
で
き
た
。
式
典
で
使
用
済

み
の
旗
や
幢
、
そ
れ
に
紫
宸
殿

の
高

御
座
な
ど
は
二
日
間
置

い
て
お
か
れ
、
そ
れ
ら
が
拝
見
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
回
同
様
、
幼
児
と
老
人
、
足
の
悪

い
人
の
拝
見
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
混
雑

の
中
で
の
事
故
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
後
述
す
る
岡
國
雄
の
宝
暦

=
二
年

の
記
録

に
よ
れ
ぽ
、
後
桜
町
天
皇
即

　
マ
マ
　

位
式
は
前
夜
か
ら

の
雪
で
規
式
当
日
は
巳
の
刻

(午
前

一
〇
時
頃
)
か
ら
始
ま

っ
た
。
降
雪
を
も

の
と
も
せ
ず
、
即
位
式
観
覧

に
臨
み
感
涙

に
む
せ
ん
だ
と
あ

る
。
即
位
式
は
人

々
の
関
心
事
で
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
臨
席
を
望
ん
だ
こ
と

が
知
れ
る
。

後
桜
町
天
皇

は
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
譲
位
し
、

一
一
八
代
後
桃
園
天
皇

が
即
位
す
る
。
そ
の
過
程
を
町
触
れ
で
追

っ
て
み
る
と
、
ま
ず

一
一
月

=
二
日

に
新
嘗
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

二
四
日
に
譲
位
受
禅
の
式
が
行
わ
れ
た
。
町
触
れ

で
は
、来

ル
廿
四
日
御
譲
位

二
付
、
廿
三
日
朝

ヨ
リ
廿
五
日
朝
迄
、
洛
中
洛
外
自

身
番
可
仕
旨
可
申
触
事

寅
十

一
月
廿

一
日

明
廿
四
日
、
御
譲
位
御
受
禅

二
付
、
至
廿
六
日
三
ケ
日
重
軽
服
僧
尼
参
内
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参
院
有
之
間
敷
事

献
上
物
も
可
為
廿

〔
七
〕
日
事

右
之
通
洛
中
洛
外

〔
へ
〕
可
相
触
も
の
也

　　
　

寅
十

一
月
十
三
日

〔夜
〕

二
四
日
か
ら
三
日
間
は
い
つ
も
の
皇
室
行
事
通
り
僧
尼
や
服
喪
者

の
参
内
は

禁
止
さ
れ
た
。

後
桃
園
天
皇
に
関
す
る
町
触
れ
は
譲
位
受
禅

に
と
ど
ま
り
、
即
位
式
は
省
か

れ
て
い
る
。
翌
年

の
大
嘗
会
関
係

の
四
通

の
触
れ
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
翌
明
和
八
年

一
〇
月
二
九
日
の
御
禊
日
か
ら

一
二
月
朔
日
朝
の
神
事
ま
で

一

連
の
大
嘗
会

の
行
事

の
間
、
鐘
撞
禁
止
と
僧
尼
法
体
と
服
喪
者
の
往
来
が
禁
止

さ
れ
た
。
特

に

一
九
日
の
大
嘗
会
当
日
は

「勿
論
諸
人
拝
見
不
相
成
」

で
あ
り
、

一
九
日
を
挟
む

一
八
日
か
ら
二
三
日
ま
で
は
火

の
始
末
注
意
と
四
条
芝
居
や
御

所
周
辺

の
社
寺
境
内

で
う
た
れ
て
い
る
芝
居
な
ど
も
休
演
す
る
よ
う
に
通
達
さ

れ
た
こ
と
は
、

一
八
七
頁
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
大
嘗
会

で
は
生
活
上

の
拘
束
や
不
浄
者
や
仏
教
関
係
者

の
参
内

禁
止
が
と
も
な
い
、
譲
位
や
受
禅
で
も
そ
れ
に
準
じ
る
か
た
ち
が
と
ら
れ
た
。

し
か
し
、
町
触
れ
か
ら
は
受
禅

の
儀
式
当

日
を
除
け
ぽ

一
般
庶
民
の
内
裏
参
上

が
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
も
う
か
が

い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
安
永
元
年

の
入
内

で
は
、

御
入
内
当
日
重
軽
服
者
、
僧
尼
可
憚
参
内
参
院
事

女
御
御
殿
江
御
入
内
之
日
ヨ
リ
重
軽
服
之
輩
三
ケ
日
、
僧
尼
五
ケ
日
可
憚

参
入
事

右
之
趣
洛
中
洛
外
裏
借
屋
至
迄
不
洩
様
可
相
触
者
也

　が
　

辰
十

一
月
七
日

ま
ず
右
記
の
触
れ
が
出
た
。
こ
の
年

の
新
嘗
祭
は

=

月
二
四
日
、
入
内
は

翌

一
二
月
四
日
で
あ

り
た
。
新
嘗
祭
後
、
時
を
経
ず
し
て
婚
姻
の
儀
式
が
執
り

行
わ
れ
て
い
る
。
入
内

に
際
し
て
以
下
の
よ
う
な
町
触
れ
も
あ

っ
た
。

今
度
御
入
内

二
付
、
拝
見
之
も
の

一
切
不
罷
成
候
条
、
此
旨
洛
中
洛
外

へ
可
相
触
も

の
也

　　
　

辰
十

一
月
廿
九
日

入
内
当
日
も
受
禅
と
同
様
、
庶
民
は
見
学

で
き
な
か

っ
た
。
僧
尼
は
入
内
当

　
　
　

日
か
ら
五
日
間
、
服
喪
者
は
三
日
間
、
参
内

で
き
な
か

っ
た
。
そ
う
は
い
っ
て

も
、
庶
民
が
天
皇
家

の
婚
姻
と
い
う
最
大

の
関
心
事
に
興
味
を
示
さ
な
い
こ
と

な
ど
あ
り
得

る
は
ず
が
な
い
。
お
そ
ら
く
入
内

の
話
は
市
中

で
も
ち
き
り
で
あ

っ
た
ろ
う
。
と
す
れ
ぽ
禁
止
さ
れ
た
入
内
当
日
以
降

に
は
、
庶
民
の
参
内
が
あ

っ
た
こ
と
も
十
分
考
慮
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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今
度
御
入
内
為
御
祝
儀
諸
大
名
之
使
者
参
内
之
節
、
御
築
地
之
内
込
合
候

間
、
銘
ー
用
達
之
町
人
為
案
内
相
添
罷
越
候
共
、
壱
人
宛
よ
り
外
二
罷
越

間
敷
旨
可
申
聞
候
事　　

　

辰
十

二
月
三
日

築
地
は
入
内
を
祝
う
大
勢

の
人

々
で
混
み
合
う
。
そ
の
た
め
大
名
か
ら

の
使

者

に
各
大
名
御
用
達
の
商
人

一
人
だ
け
が

供
と
し
て
入
場
を
許
さ
れ
た
。
混
雑

す
る
か
ら
人
数
制
限
を
す
る
こ
と
を
町
触

れ
で
庶
民

に
あ
え
て
通
達
す
る
と
は

何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

使
者
は
成
婚
を
祝
す
る
口
上
を
述
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
祝
儀

の
品
も
持
参

す
る
は
ず
で
あ
る
。
持
参
す
る
者
が
供

の
大
名
御
用
達
商
人
だ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

大
名
た
ち
か
ら
朝
廷

へ
の
婚
礼
贈
答
品

は
夥
し
い
数

に
の
ぼ

っ
た
と
考
え
る

の
は
穿
ち
す
ぎ

で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
朝
廷
と
大
名
間
ば
か
り
で
な
く
、
商
人

を
含
む
庶
民
階
層
か
ら
も
多
く
婚
礼
祝
儀

品
が
朝
廷

へ
送
り
届
け
ら
れ
た
と
推

測
す
る
の
は
間
違

い
で
あ
ろ
う
か
。
「御
築

地
之
内
込
合
候
間
」
と
い
う
文
言

か
ら
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
け
れ
ど
も
、
祝
儀
を
巡
る
人
間
臭

い
交
流
が
読

み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
光
格
天
皇
即
位
式

の
町
触
れ
に
も
あ
た

っ
て
お
こ
う
。

来
月
四
日
御
即
位

二
付
、
三
日
之
朝

ヨ
リ
五
日
之
朝
迄
洛
中
洛
外
自
身
番

可
致
候
、
尤
火
之
元
之
儀
弥
以
無
油
断
入
念
、
洛
中
者
別
而
洛
外
迄
も
三

日
之
夜
ヨ
リ
四
日
夜
中
、
年
寄
五
人
組
代
≧
町
内
裏
借
屋
等

二
至
迄
見
廻

り
、
火
之
元
之
義
可
申
附
候
、
勿
論
商
売
筋

二
候
共
大
火
焼
候
儀
、
堅
可

致
無
用
候

右
之
通
洛
中
洛
外
裏
借
屋
至
迄
可
相
触
も
の
也

子
十

一
月
廿
九
日

来
月
四
日
御
即
位

二
付
、
前
日
拝
見
停
止
之
事

一
右
当
日
あ
け
竹
之
内
拝
見
、
男
百
人
女
弐
百
人
切
手
札
を
以
御
門

ヨ
リ

入
、
同
御
門
江
出
候
事

右
者
局
方
客
上

二
而
拝
見
難
成
分
斗

附
、
僧
尼
并
重
服
之
輩
可
相
憚
事

一
御
当
日

ヨ
リ
三
ケ
日
重
服
可
憚
、
軽
服
者
不
苦
、
且
御
当
日
庭
上
江
廻

り
候
事
、
相
憚
事

一
御
当
日
、
僧
尼
拝
見
停
止
之
事

一
御
当
日
、
南
門
被
開
候
間

ハ
往
来
停
止
之
事

一
同
五
日
六
日
、
男
女
僧
尼
拝
見
卯
半
刻

ヨ
リ
申
半
刻
ま
で
入
候
事
、
札

切
手

二
不
及
、
日
御
門

ヨ
リ
入
、
四

つ
御
門
江
出
候
事

(以
下
は
前
回

　お
　

と
同
じ
文
言
ゆ
え
省
略
)

見
る
限
り
で
は
、
従
来
の
町
触
れ
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ

っ
て
は
い
な

い
。
た
だ
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「
一
御
当
日

ヨ
リ
三
ケ
日
重
服
可
憚
、
軽

服
者
不
苦
、
且
御
当
日
庭
上
江
廻
り

候
事
、
相
憚
事
」

の
条
が
増
え
、
軽

い
服
喪
者

の
当
日
拝
見
は
構
わ
な
い
こ
と

に
な

っ
た
。
な
お
当
日
、
内
侍
所
や
紫
宸

殿
内
で
の
拝
見
は
忌
避
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
後
述

の
後
水
尾
天
皇
や
明
正
天
皇

の
即
位
式

で
は
内
侍
所
や
紫
宸
殿

の

簀
子
で
観
覧
す
る
女
性
群

の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
徳
川
時
代

の
前
半
と

後
半

で
は
若
干

の
変
化
が
あ

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
化

一
四
年

の
仁
孝
天
皇

の
即
位
式
も
光
格
天
皇

の
そ
れ
と
変
わ

っ
て
い
な

　む
　

い
が

コ

明
廿
日
ヨ
リ
廿
三
日
并
迄
、
九
門
内
牛
馬
車
往
来
差
留
候
事
」

の
条

が
増
え
た
。
ま
た
即
位

の
布
告
四
通

の
う

ち

一
つ
は

「御
即
位

二
付
、
明
廿
二

日
明
後
日
十
三
男
女
僧
尼
拝
見
之
儀
、
廻
廊
外

二
而
拝
見
可
致
旨
相
触
置
候
処
、

此
度
者
稀
之
御
大
礼

二
付
、
廻
廊
左
腋
門

ヨ
リ
入
、
段
上

ヲ
右
腋
門
江
差
出
候

　あ
　

様
被
仰
出
候
間
、
此
旨
洛
中
洛
外

へ
可
相
触
も
の
也

丑
九
月

〔
廿

一
日
〕」

と
な

っ
て
、
即
位
式
当
日
の
拝
見
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
だ
と
し
て
も
、

僧
尼

の
廻
廊
見
学
が
特
別
に
許
可
さ
れ
た
。

こ
れ
は
今
回
の
即
位
式
が
稀
な
大

礼
で
も
あ
る
と
謳

っ
て
い
る
。

以
上
天
皇
即
位
式
を
町
触
れ
か
ら
検
討

し
た
。
町
触
れ
に
記
載
さ
れ
た
即
位

式
の
布
告

の
変
遷
か
ら
、
朝
廷
行
事
は
神
事

で
あ

っ
て
仏
事
と
は
違
う
こ
と
、

そ
の
た
め
僧
尼
、
喪

に
服
し
て
い
る
人

々
に
対
し
て
は
忌
避
条
項
が
存
在
し
た

こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
ま
た
混
雑
時

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
幼
児
や
老
人
、

足
の
悪
い
者
が
入
場
制
限
さ
れ
た
。
し
か

し
神
聖
な
即
位
式
を
物
見
遊
山

の
よ

う
に
考
・兇
、
あ
る
い
は
勘
違

い
し
て
出
か
け
た
人
も
少
な
く
は
な
く
、
御
所
内

の
築
地
を
ア
ジ
ー
ル
の
ご
と
く
見
な
す
不
埒
な
輩
も
い
た
こ
と
も
看
取
で
き
た

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
庶
民
側
が
即
位
式
を
楽
し
ん
だ
例
と
し
て
明
正
天
皇
御
即

位
行
幸
図
屏
風
を
紹
介
し
た
い
。

三

授
乳
す
る
女
性
、
幢
で
遊
ぶ
子
供

-
明
正
天
皇

「御
即
位
行
幸
図
屏
風
」
か
ら

即
位
式
図
は
お
そ
ら
く
即
位
し
た
天
皇

の
数
だ
け
描
か
れ
た
は
ず

で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
即
位
式
と
い
う
歴
史
的
に
重
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
後
世
に
伝
え
る

べ
く
、
禁
裏
内
で
の
儀
式
全
体
図
と
式
を
執
り
行
う
公
卿
た
ち
の
姿
を
中
心
に

描
か
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
観
覧
す
る
大
勢

の
庶
民
の
姿
を
描
く
こ
と
な
ど
皆

無

で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
近
世
前
期
は
そ
う
で
は
な
か

っ
た
。
後
水
尾
天
皇
即
位
式
と
彼

の

娘

で
八
歳
に
な

っ
た
女

一
宮
興
子
内
親
王
が
明
正
天
皇
と
な
る
即
位
式
の
図
で

は
、
物
見
高

い
京

の
庶
民
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
詳
し
く
み
て

い
こ
う
。

屏
風
図
の

一
つ
は
後
水
尾
天
皇

「即
位
式
」

の
六
曲

一
双
、
金
地
着
色
の
も

　あ
　

の

で
、

現

在

、

米

国

カ

ン
ザ

ス

シ

テ

ィ
ー
、

ネ

ル

ソ

ソ
美

術

館

蔵

で
あ

る

。

も

　あ
　

う

一
方
は
二
つ
現
存
す
る
明
正
天
皇
即
位
図

「御
即
位
行
幸
図
屏
風
」

で
、

一

つ
は
萬
野
美
術
館
蔵

(現
在
閉
館
)
で
、
も
う

一
つ
は
宮
内
庁
蔵
で
あ
る
。
宮

内
庁
所
蔵

の
も
の
は
六
曲

一
双
、
縦

一
六
二

・
八
セ
ン
チ
、
横

二
四
九

・
六
セ

ン
チ
、
紙
本
金
地
着
色
で
あ
る
。
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
、
宮
内
庁
と
も
に
右
隻

に
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は
禁
裏
内
で
参
列
す
る
公
卿
た
ち
と
夥
し

い
数

の
見
物
衆
が

つ
ぶ
さ
に
観
察
で

き
る
。
仲
町
啓
子
氏
に
よ
れ
ば
、
明
正
天
皇

の

「御
即
位
行
幸
図
屏
風
」
は
ネ

ル
ソ
ン
本

の
複
製
あ
る
い
は
模
写
と
し
て
制
作
さ
れ
、
寛
永

の
盛
儀

の
模
様
を

再
現
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
狩
野
探

幽
登
場
以
降

に
流
行
し
た
江
戸
狩
野

派
風
の
瀟
洒
な
画
法
に
則

っ
て
お
り
、
制

作
時
期
は

一
七
世
紀
後
半
に
は
い
る

　
　
　

と
推
定
す
る
。
ま
た
萬
野
の
そ
れ
は
宮
内
庁

の
屏
風
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

と
い
う
。

つ
ま
り

「御
即
位
行
幸
図
屏
風
」
は
寛
永
期
の
即
位
儀
礼
を
映
し
出

し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
述

の
町
触
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

こ
の

「御
即
位
行
幸
図
屏
風
」
を
眺

め
る
と
興
味
深

い
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
る
。
(図
①
)。
儀
式
を
執
行
す
る
公
家
た

ち
の
表
情
が
お
し
な
べ
て
同
じ
よ
う
な
表
情

に
し
か
見
え
な
い
の
に
、
見
物
す

る
老
若
男
女

の
庶
民
の
姿
形
や
表
情
は
じ

つ
に
さ
ま
ざ
ま
で
生
彩
に
富
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
当
時
の
生
活
情
景
を
も
彷

彿
さ
せ
、
近
世
前
期

の
庶
民
の
風
俗

を
知

る
う
え
で
貴
重
な
史
料

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
点
を
明
ら
か

に
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
即
位
式
を
拝
見
す
る
人

々
の
位
置
、
服
装
、
し
ぐ
さ
を
み
よ
う
。
見
物

衆
は
お
も
に
紫
宸
殿

の
前
南
庭
辺
り
左
近

の
桜
付
近
と
日
華
門
を
挟
ん
だ
両
脇

の
ニ
ヵ
所

に
座
す
。
そ
の
な
か
に
袈
裟
を

つ
け
た
僧
と
お
ぼ
し
き
男
性
が
約

一

〇
名
識
別
で
き
る
。
帽
子

(頭
巾
)
を
か
ぶ
る
者
、
か
ぶ
ら
な
い
者
と
そ
の
姿

は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
左
近

の
桜

の
前
に
陣
取

る
僧
二
人

の
う
ち
、

一
人
は
扇
子

か
ず

き

を
か
ざ

し
紫
宸
殿
簣
子
縁
に
座

る
被
衣
姿

の
女
性
に
話
し
か
け
て
い
る
。
も
う

一
人
も
紫
宸
殿
内

に
陣
取

っ
て
見
学
す
る
女
性
群
を
眺

め
る

(図
②
)。
日
華

門

の
前
辺
り
に
柿
色
の
帽
子
を
か
ぶ
る
僧
が

一
人
、
同
じ
く
六
人
並
ぶ
外
辨
た

ち
の
後
方
で
首

に
帽
子
を
巻
く
僧
が

一
人
座
る
。
内
侍
所
の
前
に
座

る
袈
裟
姿

四
人
。
軒
廊

に
は
袈
裟
を

つ
け
た
僧
が

二
人
立

つ
。
ほ
か
に
法
体
姿
と
識
別
で

き
る
男
性
が

一
人
承
明
門

の
前
辺
り
に
侍

る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
町
触
れ
で
の
記
載
は
宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)
中
御
門

天
皇
か
ら
だ
が
、
僧
尼
の
参
内
は
禁
止
で
あ
り
、
そ
の
禁
令
は
代
々
の
即
位
式

に
必
ず
告
知
さ
れ
る
条
項
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
代
前

の
寛
永
七
年

の
明
正

天
皇
即
位
式
で
は
僧
尼
の
拝
観
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と

も
彼
ら
の
観
覧
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
川
家
康
が
、
裏
頭　お
　

姿
で
後
水
尾
天
皇

の
即
位
式
を
見
物
し
た
と
い
う

の
も
頷
け
る
話
な
の
で
あ
る
。

第

二
は
女
性

の
描
写
と
観
覧
す
る
場
所

で
あ
る
。
女
性
の
見
学
者
が
多
い
の

は
町
触
れ
で
述
べ
る
切
手
枚
数

の
男
女
比
率
か
ら
も
う
な
ず
け
よ
う
。

何
人
か
は
紫
宸
殿
内
廊
下

(簀
子
)
に
座

っ
て
即
位
式
を
拝
見
す
る
。
明
ら

か
に
識
別
で
き
る
人
数
が

=
二
名
。
全
員
が
被
衣

で
顔
を
覆
う
。
内
侍
所

に
も

=

一名

の
女
性
が
識
別

で
き
る
。
彼
女
達
も
被
衣
姿
で
あ
る
。

日
時
は
旧
暦
九
月

=

一日
。
庶
民
は
地
面

に
座

る
の
が
ふ

つ
う
で
あ
る
か
ら
、

廊
下

(簀
子
縁
)
に
侍

っ
て
い
る
の
は
特
権
階
層

に
相
当
す
る
人
々
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら

の
物
見
の
席
に
侍
る
女
性
た
ち
は
即
位
式
関
係
者
と

の
間

に
強
い
縁
故
関
係
が
あ

っ
て
こ
の
特
別
待
遇
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
内
侍
所
に
は
三
種

の
神
器
が
保
管
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
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前
の
廊
下
も
観
覧
場
所

に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
劒
璽

な
ど
は
式
典
場
所
に
移
動
し
て
い
る
と
は

い
え
、
内
侍
所

の
簀
子
縁
に
座

る
女

性
達
は
よ
ほ
ど
信
頼
が
あ

つ
か

っ
た
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

女
性
は
被
衣
で
顔
を
覆
う
か
ら
、
老
若

の
判
別
が

つ
き
に
く
い
。
そ
れ
で
も

老
女
と
お
ぼ
し
き
人
が
三
人
識
別
さ
れ
る
。
杖
を

つ
き
手
を
ひ
い
て
も
ら

っ
た

り
、
腰
が
曲
が

っ
て
い
た
り
、
白
髪
姿
か
ら
老
女
と
わ
か
る
。

第
三
は
幼
児
の
描
き
方

で
あ
る
。
幼
児

は
四
人
認
め
ら
れ
る
。
日
華
門
か
ら

内
侍
所
ま
で
の
軒
廊
に
母
に
手
を
引

か
れ

た
幼
児

一
人
、
日
華
門
近
く
で
下
級

武
士

の
風
体

の
男
と
手
を
繋
ぎ
話
す
子
供
、
お
そ
ら
く
こ
こ
が
主
観
覧
席

に
相

当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
群
衆

の
中
に
立

つ
子
供

一
人
、
そ
し
て
も
う

一
人

の
男
児
は
鳥
形

・
日
像

・
月
像

・
青
龍

・
朱
雀

・
白
虎

・
玄
武
七
本
と
そ
の
左

右
に
纛

の
幢
が
立

つ
な
か
で
、
右
側

の
纛
を
両
手
で
握
る

(図
③
)。
あ
る
い

は
揺
ら
そ
う
と
し
た
の
か
。
隣
に
母
親
と

お
ぼ
し
き
女
性
が

い
る
が
、
息
子
の

悪
戯
に
は
気
が

つ
か
な
い
。
纛

の
幢
以
外

の
七
本

の
幢
の
前

に
は
紋

つ
き

の
直

垂
姿
の
下
級
武
士
が

一
人
ず

つ
座
る
が
、
誰
も
男
児
に
は
目
も
く
れ
な

い
、
だ

い
い
ち
彼

の
行
為
を
注
意
す
る
者
も

い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

き
ざ
は
し

そ
の
ほ
か
、
紫
宸
殿
西
の
階

の
下

に
、
欄
干
内

の
着
飾

っ
た
公
卿
た
ち
と
は

全
く
異
質

の
風
体
を
目
に
す
る
。
ぼ
さ
ぼ

さ
に
伸
び
た
髪
に
筵
を
携
え
て
床
下

に
陣
取

る
男
性
で
あ

る

(図
④
)。
不
思
議
な
こ
と

に
彼

に
は
色
彩
が
施
さ
れ

て
お
ら
ず
、
浮
浪
者
と
見
粉
う
。
あ
る
い
は
そ
の
肢
体
か
ら
障
害
を
持

っ
た
人

の
よ
う
に
も
見
え
る
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
人
物
が
怪
し
ま
れ
ず
紫
宸
殿
近
く
に

侍
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
な
ぜ
見
逃
さ
れ
た
の
か
。
謎

で
あ
る
。

最
後

に
授
乳
場
面

に
つ
い
て
。
乳
房
が
丸
見
え

の
女
性
が

二
人

(図
⑤
)。

一
人
は
胸
を
は
だ
け
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
授
乳
さ
せ
て
い
る
か
ど
う
か

は
不
明
。
も
う

一
人
は
明
ら
か
に
子
供
を
抱
き
授
乳
中
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
乳

児
が
泣

い
た
の
で
母
親
が
授
乳
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
皇
即
位
式

の
さ
な
か
授

乳
を
す
る
と
い
う

の
は
、
現
代

の
身
体
感
覚
や
天
皇
に
対
す
る
歴
史
観
か
ら
眺

め
る
と
驚
愕
す
る
光
景
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
と
し
て
は
さ
し
て
奇
異
な
こ

と
と
は
思
わ
れ
な
か

っ
た
。
公
衆

の
面
前
で
の
授
乳
姿
が
恥
ず

べ
き
行
為
と
見

な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
周
知

の
こ
と
で
あ
り
、
絵
師
が
屏
風
図
に
描
き

い
れ
た

の
も
自
然
な
行
為
で
あ

っ
た
。
授
乳
す
る
女
性
の
隣
に
後
ろ
姿
の
幼
児
が
見
え

る
。
男
児

の
横
の
女
性
は
重
箱
と
酒
器
を
携
え
る
。
多
く

の
庶
民
が
承
明
門
と

月
華
門
を
つ
な
ぐ
辺

に
賑
々
し
く
座
し
て
お
り
、
こ
の
場
所
が

一
般
観
覧
席
だ

っ
た
と
わ
か
る
。

見
物
席

で
乳
幼
児
が
泣
き
、
走
り
回
り
、
騒
ぐ
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
神

事
を
拝
見
す
る
の
に
到
底
好
ま
し
い
状
況
と
は
思
わ
れ
な

い
。

の
ち
に
彼
ら
の

拝
見
が
禁
止
さ
れ
た
の
も
当
然

の
処
置
で
あ
ろ
う
。

屏
風
図

に
描
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
庶
民
の
姿
形
像
を
取
り
上
げ

た
。
神
事
で

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知

の
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
物
衆

の

一
部
に
は
芝
居

や
物
見
遊
山
の
よ
う
な
遊
楽
に
近

い
も
の
と
認
識
す
る
輩
も
存
在

し
た
こ
と
が

明
正
天
皇
即
位
式
屏
風
図
か
ら
う
か
が
わ
れ
、
即
位
式
が
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な

か
で
進
行
し
て
い
っ
た
と
は
確
証
で
き
に
く
い
。
畢
竟
、
庶
民

に
と

っ
て
即
位

193



… 諏㎜ 鼎 丁}/～"罵π.槲「 搾㍗.腎..天'ΨW㈹.....■博燃.じ　 恥VΨ..う解"ヴ 、解L　 帽… …L榊 榊.ド脚.鰤罵揃….娜

図1一 ① 御即位行幸図屏風(宮 内庁蔵)六 曲一双右隻左部分

図

3

幢
を
ゆ
ら
す
子
供 図2欄 干(女 性?)を 見上げる僧二人
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図1一 ② 御 即 付 翁 †図厨 風 六lm・ 双 イ1隻ノ1部分

図
5

授
乳
中
か
?
胸
を

は
だ
け
る
女
性

二
人

図4浮 浪者か?
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式
は
祝
祭
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
り
、
遊
楽
に
近

い
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
事
実

で
あ
ろ
う
。

四

平
興
胤

『御
即
位
見
聞
私
記
』
か
ら

江
戸
時
代
を
通
し
て
、
即
位
儀
礼

の
記
録

は
公
家
や
有
職
故
実
関
係
者
の
筆

に
な
る
も

の
や
無
記
名
、
さ
ら
に
無
名

の
人
た
ち
に
よ
る
も

の
な
ど
数
多
残
さ

　み
　

れ
て
い
る
。
庶
民
が
読
む
こ
と
の
で
き
た
即
位
式
次
第

の

一
つ
に

「
宝
永
七
年

次
庚
寅
冬
十

一
月
辛
卯
十

一
辛
丑
の
日

御
即
位

高
倉
院
嘉
応

の
礼
に
準

し
た
ま
ひ
て
大
極
殿
の
粧
を
移
し
給
ひ
紫
宸
殿
に
於

て
行
ひ
給
ふ
」

で
は
じ
ま

る
中
御
門
天
皇
即
位
式

の
見
聞

『御
即
位

見
聞
私
記
』
が
あ
る
。
作
者
は
神
祗

道
学
頭
の
平
興
胤

で
あ
る
。
注
解

の
部
分

で
は

一
般
的
に
は
聞
き
慣
れ
な
い
朝

儀
用
衣
裳
や
幢
鉾
な
ど

の
調
度
品
を
説
明
す
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
天
皇
が

位

に
即
し
た
こ
と
を
天
に
告
げ
る
た
め
に
香
を
焼
く

「白
銅
火
炉
」
で
は

「
興

マ
マ

福
寺

の
蘭
奢
提

(待
力
)」
と
解
説
し
、
幡

の
纛
、
兀
子
、
胡
床
、
標

の
調
度

品
を
図
入
り
で
示
す
。

こ
の

『御
即
位
見
聞
私
記
』
は
結
構
読

ま
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
五
〇
年

後

の
宝
暦

=
二
年
、
母
親
と
上
洛
し
後
桜

町
天
皇

の
即
位
式
を
観
覧
し
た
大
坂

　
れ
　

の
住
人
岡
國
雄
が

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』
を
書
き
上
げ

た
際
、
興
胤
の

見
聞
私
記
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
た
と
え
ぽ
調
度
品
説
明
の

う
ち
龍
像
纛

で
は

「
興
胤
私
記

纛

ハ
牛

尾
ナ
レ

ハ
古

ハ

(以
下
略
)」
と
引

用
、
香
納
桶
で
も

「
興
胤
力
見
聞
私
記

二
日
是
図
書

ノ
香
遼

ト
申

ス
モ
ニ
ヤ
ト

ミ

ユ
」
と
興
胤

の
名
を
挙
げ

『御
即
位
見
聞
私
記
』
か
ら
の
解
説
を
参
考
に
し

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
て
即
位
式

の
見
学
前

に
、
日
頃
は
触
れ
る
こ

と
の
で
き
な

い
珍
し
い
調
度
品
に
つ
い
て
も
知
識
を
仕
入
れ
て
お
い
た
よ
う
で

あ
る
。

五

岡
國
雄

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
現
段
階
で
即
位
式
に
関
す
る
史
料
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
公
的

な
図
書
館
や
国
書
基
本
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
の
検
索
が
適
切
な
方
法
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ら
全

て
を
詳
細

に
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
自
戒
せ

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
庶
民

レ
ベ
ル
で
綴
ら
れ
た
即
位
式
見
聞
記
は
お
そ
ら
く
岡

國
雄

の

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』
後
半
頁

に
つ
づ
く
見
聞
記

(全
文
後

述
)
ぐ
ら
い
し
か
見
い
だ
せ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う

の
も
、
即
位

式
を
た
と
え
興
胤
の
よ
う
に
見
聞
私
記
と
し
て
し
た
た
め
た
と
こ
ろ
で
、
客
観

的
記
述
に
基
づ
く
公
的
な
見
聞
記

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
大
嘗
会

と
即
位
式
は
そ
の
機
能
は
違
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
荷
田
在
満

『大
嘗
会

便
蒙
』
公
刊
後
の
顛
末
を
知
ら
な
い
わ
け
は
な
い
だ
ろ
う
。
即
位
儀
礼

の
書
物

出
版
に
か
ん
し
て
も
同
様
で
、
若
干
の
事
情
や
規
制
が
働
く
こ
と
は
容
易
に
察

せ
ら
れ
る
。
し
か
し

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』
は
、
近
隣
の
知
人

へ
廻
し

読
み
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
版
本
に
す
る
意
図

で
書

か
れ
た
も
の
で
は

な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
庶
民
か
ら
見
た
即
位
見
聞
記
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
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『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』

の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
半
部
分
は
調

度
品
や
天
皇
を
は
じ
め
公
家

の
着
衣
衣
裳

に
美
し
く
彩
色
を
施
し
た
挿
絵
が
は

い
る
。
即
位
式
次
第

は
興
胤

の

『御
即
位
見
聞
私
記
』

に
準
じ
る
。
し
か
し
後

半
部
分

の
即
位
式
当
日
の
記
述
は
大
き
く
違

っ
て
い
る
。
即
位
式
を
拝
見
し
た

感
動
も
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

調
度
品
や
着
衣
衣
裳
に
は
寸
法
や
使
用
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
、

宣
命
使
、
外
辨
、
典
儀
、
親
王
代
、
擬
侍
従
、
少
納
言
代
、
右
大
将
代
、
左
大

将
代
ら
は
唐

の
服
制

に
基
づ
く
。
天
皇
は
応
神
天
皇
か
ら
伝
来
す
る
と
い
う
冠

べ
ん
り
ゆ
う

台
に
十
二
旒

の
つ
い
た
王
冠
冕
旒
を
か
ぶ
り
、
赤
色

の
地
に
日
、
月
、
星
辰
、

そ
う
い

こ
ん
え

龍
山
、
華
虫
、
火
、
宗
彜

の
紋

の
描
か
れ

た
袞
衣

(大
袖
)
を
着
す
こ
と
を
丁

　れ
　

寧

に
描
き
、
後
ろ
身
頃
は
星
辰
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え

る
。
大

ぐ

ふ

ふ
つ

袖

・
裳

の
紋
は
虞
書

の
十

二
章

か
ら
由
来

す
る
。
裳
は
藻
、
粉
米
、
黼
、
黻

の

四
紋
を
刺
繍
す
る
こ
と
、
そ
の
上
か
ら
長
綬

・
短
綬

(幅
広
の
礼
服
用
の
腰
帯
)

ぎ
よ
く
は
い

を
結
び
、
玉

佩

(
五
色
の
玉
や
五
条
を
金
銅
の
花
形
に
繋
い
で
腰
か
ら
添
わ
せ
、げの

沓
の
先
に
当
た
る
と
鳴
る
よ
う
に
し
た
も
の
)
を
腰

か
ら
下
肢

に
這
わ
せ
る
。
牙

し
や
く

し
ら
ず

笏
を
も
ち
、
襪

・
沓
を
穿
く
。
こ
れ
ら
す

べ
て
に
寸
法
が
添
え
て
あ
る
。
束
帯

姿

の
摂
政
の
図
は
平
素
か
ら
拝
見
で
き
る
も
の
な

の
で
省

か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
岡
國
雄
の
筆
に
よ
る
。
彼
は
服
飾
に
は
よ
ほ
ど
造
詣
が
深
か
っ
た

と
み
え
、
「大
将
代
冠
服
全
体
之
図
」

で
は

「國
雄
今
度
之
御
儀
式

ヲ
拝
見

ス

ル
三
肩
當

ノ
代

二
曲
領
ヲ
用

ヒ
ラ
ル

・
歟
。
故

二
此
圖

三
肩
當

ヲ
除
ヒ
テ
曲
領

ヲ
盍

ク
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、

享
保
二
十
年
冬
十

一
月
三
日

櫻
町
仙
洞
御
即
位
之
御
時

太
平
楽

ノ
肩
當
ヲ
借
用

ヒ
、
裲
襠

ハ
左
打
球
楽
古
陪
臚
ノ
裲
襠

ヲ
借
用

ヒ

ラ
レ
ン
ト
カ
ヤ
。
国
雄
此
度

御
義

(訂
正
規
力
)
式
拝
見

ス
ル

ニ
、

肩
當

ハ
古

二
図

ス
ル
曲
領

ノ
如

シ
。
此
度
曲
領

ヲ
用

ヒ
ラ
ル
歟
。

且
裲
襠

モ
今
度

ハ
新

二
制

セ
ラ
レ
ン
由
粗
様

ル
可
尋
之
右

ニ
ス
ル
。
裲
襠

肩
當
等

ハ
享
保
中

ノ
衣
紋

ヲ
粗
写

ス
ル
者
ナ
リ

(原
文
通
り
、
以
下
略
)。

と
詳
述
す
る
。う

ち
か
け
り
よ
う
と
う

彼

は
肩
当
、
裲

襠

や
曲
領
を
検
分
し
、
当
日

の
大
将
代

の
着
衣
衣
裳
を

正
確

に
追
究
し
て
い
る
。
だ
か
ら
挿
絵
で
は
肩
当
で
は
な
く
曲
領
を
首
に
巻

い

た
姿
を
描
く

の
で
あ
る

(図
⑥
)。
鋭
敏
な
観
察
眼
と

い
え
よ
う
。
ま
た
即
位

着
用
衣
裳

の
調
進
と
保
管

に
つ
い
て
も

「
右
之
冠
服
等

主
上
之
御
服

ハ
山

科
家

ヨ
リ
調
進

シ
奉

リ
臣
下

ノ
服

ハ
高
倉
家

ヨ
リ

コ
レ
ヲ
調
進

ス
、
何

レ
モ

　
マ
マ
　

義

式
畢
リ
テ
後
右
之
御
冠
服
其
家

々
ニ
テ
コ
レ
ヲ
預
ラ
ル
」
と
、
公
家
装
束

と
衣
紋
を
生
業
と
す
る
山
科
家
と
高
倉
家

の
両
家

に
分
担
さ
せ
て
い
て
い
た
こ

と
、
山
科
家
と
武
家
装
束
を
も
扱
う
後
発
組
の
高
倉
家
と
で
は
棲
み
分
け
を
図

っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。

第

二
に
興
味
深

い
こ
と
は
即
位
式
で
使
用
さ
れ
る
衣
装
が
新
品
で
は
な
か

っ

た
こ
と
で
あ
る
。
後
桜
町
天
皇
即
位
式
で
は
雅
楽
着
用
衣
裳
を
借
用
し
た
。

つ

ま
り
太
平
楽
で
の
肩
当
と
、
打
球
楽
や
古
陪
臚
で
の
裲
襠
を
借
用
し
た
と

い
う

の
で
あ
る
。
太
平
楽
は
即
位
礼

の
祝
賀

に
は
必
ず
演
じ
ら
れ
る
舞
楽

で
あ
り
、
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そ
の
肩
当
を
借
用
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

貸
衣
裳
で
あ
る
こ
と
を
あ
え
て
明
記
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
。
貸
衣
裳

で
神
事
を
行

っ
た
と
言
わ
ん
ぼ

か
り
の
風
聞
を
流
す
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
個

人
的
な
記
録
だ
か
ら
記
述
し
た
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
興
胤
の
ほ
う

で

は
こ
の
よ
う
な
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

第

三
に
大
袖

・
小
袖

・
裳

・
短
綬

・
玉
佩

・
笏
な
ど
の
寸
法
が
正
確
に
書
き

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
挿
絵
に
曲
領
は
二
尺
、

一
尺
四
寸
五
分
、
五
寸

五
分
、
紐

五
寸
と

い
う
よ
う
に

(図
⑦
)。
興
胤

で
は
寸
法

の
記
述
は
な
し
。

岡
國
雄
自
身
が
衣
裳

一
式
を
手
に
と
り
寸
法
を
測

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
庶
民

に
即
位
式

の
衣
裳
を
展
示
し
実
際
に
手

に
取
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
す
る
だ

ろ
う
か
。
高
御
座
や
幢
は
式
後

二
、
三
日

は
展
示
さ
れ
る
が
、
着
衣
衣
装

の
展

示
は
き
か
な
い
。
あ
り
得
な
い
の
で
は
な

い
か
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
三
〇
〇
人
の
入
場
が
許
可
さ
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
即
位
式
を
見
込
ん
で
当

日
の
予
定
や
着
用
す
る
公
卿

の
服
飾

の
案
内
書
や

手
引
書
が
出
回

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
に
即
位
式

に
入
場

で
き

る
人
数
と
観
覧
場
所

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』
は

「御
即
位
堂
上
堂
下
之
図
」

に

「
三
百
人
人

拝
見
場
」
と
庶
民

の
見
物
席
を
記
し
て
い
る

(図
⑧
)。
そ
れ

に
よ
る
と

「
三

百
人
人
拝
見
場
」
は
東

の
日
華
門
か
ら
南
に
折
れ
た
承
明
門
ま
で
の
築
地

で
あ

る
。
町
触
れ
で
は
何
度
も
告
知
さ
れ
て
い
た
切
手
三
〇
〇
人
分
用
の
見
物
席
が

ま
さ
し
く
こ
こ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
町
触
れ

の
み
な
ら
ず
実
際

に
即
位
式
を
見

聞
し
た
側
か
ら
も
史
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
庶
民
が
即
位
式
を
拝
見

し
て
い
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
。
そ
れ
に
入
場

者

は
京
都
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
岡
國
雄
親
子
の
よ
う
に
大
坂
か
ら
も

見
物
に
出
か
け
た
人
た
ち
が

い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
上
方

一
円
か
ら
も
見

物
人
が
参
集
し
た
は
ず

で
あ
る
。

最
後
に
即
位
式
当
日
の
実
況
見
聞
を
記
し
、
庶
民
か
ら
み
た
即
位
儀
礼

の
理

解

の
仕
方
を
考
え
た
い
。

六

岡
國
雄

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』

の

き

し
き

「
規
式
」
部
分

に

つ
い
て

『御
即
位
庭
上
幢
鉾
調
度
図
』
後
半
部
分
は
、
興
胤
と
同
様

に
即
位
式

の
進
行

　き

状
態
を
述
べ
た
も

の
で
、
最
後
の
部
分
が
私
的
見
聞
記
で
あ
る
。
前
文
か
ら
挙
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図7曲 領の挿絵御即位堂上堂下之図図8

げ

る

と

、

宝
暦
十
三
癸
未
十

一
月
廿
七
日
御
即
位
前
日
二
十
六
日
申
之
尅

バ
カ
リ
ヨ

　マ
マ
　

リ
翌
二
十
七
日
巳
之
尅
前
逍
雪
降

二
因
テ
御
義
式

ハ
巳
ノ
尅

過

ヨ
リ

行

ハ
ル

天
子
南
殿
出
御

ハ
午
尅

バ
カ
リ
也
御
儀
式

ハ
申
之
尅
過

二
終

ル
巳
之
尅

ヨ
リ
後

ハ
晴
天

(原
文
通
り
)

以
下

に
全
文
を
記
す

(原
文
通
り
)。

宝
暦
拾
三
未
の
と
し
霜
月
未
の
七
日

当
今
御
位
に
つ
か
せ
給
ふ
御
規
式
行
は
せ

ピ
サ
ア
キ
ラ

給
ふ
。

み
ち
か
き
軒
し
な
ら

へ
し
寿
明

川
口
氏
と

な
ん
い
へ
る
人

の

百

の
宮
梶
井
の
御
方
な
る
人

に
遊
介
あ
れ

ハ
さ
玉

へ
御
規
式
拝
ミ
に
ま

か
ら
ん
と
て

母
な
る
人
を
も
具
し
て
三
人

は
つ
か
あ
ま
り
。
五
日
の
夜
川
船
に
の
り
て
其
あ

つ
の
　
り
か

す
な
ん
京
に

行

き
ぬ
。
御
規
式

ハ
あ
す
。

つ
と
め

て
よ
り
行
は
せ
玉
ふ
な
れ

ハ
と
常

に
宿
と

す
る
方
を
出
て
か
の
遊

へ
り
あ

る
人
の
許

に

行
て
や
と
り
ぬ
。

内
ち
か
き
あ
た
り
な
れ
は

爰
も
と
に
つ
と
ひ
く
る
人

々
あ
す
の
御
規
式

の
か
し
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こ
ま
り
な
と
こ
と
家
あ
る
し

の
い
ふ

に
猶
あ
す

の
こ
と
い
ひ
る
め
は
い
と
あ
ら
す
。

け
に
い
ら
ふ
る
も

我
心
に
は
覚
束
な
ふ
い
と
夜
も
ね
ら
れ
す
。

つ
と
め
て
起
出
見
れ

ハ
き
の
ふ
の
く
れ
か
た

よ
り

の
雪
猶

ふ
り
し
き
り
て
大
路
も
し
ろ
き

梢
な
と
も
け
ち
め
か
す
か
な
り
。
御

代
猶
ゆ
た
か

な
ら
む
し
る
し
に
や
と
行
か
ふ
人

の
い
ひ
わ
た
る

も
い
と
つ
き

つ
き
し
。
や
う
や
う
し

て
巳
の
時
は
か
り
に

空
は
れ
ぬ
。
此

宮

の
出
さ
せ
給
ふ

へ
き
事

に
も
あ
ら
ね

ハ
家
あ
る
し
の
心
し
つ
ら
ひ
て
召
使

の
官
人

に
具
し
て
そ
参
り
ぬ
。
御
規
式
も
雪

の
は
れ
間
待
せ
給
ふ
て
此
頃
よ
り
そ
行
は
せ
給
ふ

に
や
。
諸
衛

の
陳
裳
そ
な
は
り

聖
主
高
御

座
に
上
り
給

ふ
折
か
ら
也
。
此
御
規

式

ハ
か
ら
の
を

ま
ね
ひ
給
ふ
よ
し
な
れ

ハ
め
な
れ
ぬ
は
た
な

と
立
わ
た
さ
れ
た
り
。
殿
上

の
御
よ

う
ひ
こ
と
に

御
庭

の
さ
ま
獅
子
豹

い
か
め
し
う
居

へ
文
武

の
公
卿

つ
ね
な
ら
ぬ
す
が
た
し
て
立
な
ら
ひ
給
ふ
。
す

へ
て

玉
敷

の
庭

に
は
え
か
が
や
き
て
目
も
あ
や
に

い
と
か
う
か
う
し
。
図
書

ハ
火
爐

の
も
と
に
す
瓦
ん
て

香
を
た
ひ
て
あ
め
に
申
し
。

宣
命

使

ハ

宣

　
マ
マ
　

制
を
さ
瓦
け
よ
ミ
群
臣
再
拝
舞
踏
し
て
萬

歳
を
諷
ふ
。
そ
れ
か
中
に
も
ま
の
あ
た
り

宸
議

の
拝
ま
れ
さ
せ
給
ふ
。
あ
さ
ま
し
き
逍
か
し
こ
ま
り

の
泪

の
ミ
せ
き
あ

へ
す
そ
あ
り
し
。
申
の
刻
は

か
り
に
御
規
式
ミ
ち
ぬ
。
母
な
る
者

ハ
女
官

の
ゆ

か
り
あ
り
て

南
殿

の
御
ひ
さ
し
に
さ
ふ
ら
ひ

て
こ
と
の
か
き
り
を
拝
ミ
侍
り
ぬ
。

い
か
な
る
す
く
せ

の
ち
き
り
あ
り
て
か
邸
る
折
に
あ

ひ
ぬ
る
事

の

い
ミ
し
う
我
な
か
ら
も
あ
や
し
く
そ
思
ひ
給

へ
る

。

立
か

へ
り
か

へ
り
此
事
わ
す
れ
か
た
く
思
出
到
る

あ
ま
り
に
爰
か
し
こ
に
事
の
よ
し
を
尋
ね

も
と
め
か

つ
見
も
し
聞
も
せ
る
。
其

か
た
は
し
を

す

x
う
に
絵
に
と
玉
め
文
字
に
う

つ
し
て
見
ぬ
。

人

の
つ
と
に
と
思
ふ
に
今
さ
ら

拙
き
筆

の
は

つ

か
し
め
を
く
ゆ
ら
く
思
ふ

の
ミ
な
り
か
し

宝
暦
十
三
癸
未
十
二
月
二
十
日

　
マ
マ
　

浪
花

岡
國
雄
謹
識

此

一
巻
は
吾
友
松
次
郎
木
邑
如
し
か
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も
た
る
に
か
り
え
て
う

つ
し
お
け
る
な
り

か
く
い
ふ
は

今
上
皇
帝
新
御
代
所
知
命
け
る

文
化
十
四
年

の
冬
十

一
月
八
日

の
夜

　れ
　

西
山
道
堪

上
方

で
は
戦
前
ま
で
結
婚
前

の
商
家

の
女
性
が
公
家
宅

で
行
儀
見
習

い
を
す

る
習
慣
が
続
い
て
い
た
。
岡
國
雄

の
母
親
も
そ
の
よ
う
な
境
遇
で
あ

っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
そ
の
縁
故
を
頼

っ
て
宝
暦

=

二
年

の

一
一
月

二
五
日
の
夜
、
淀
川

を
上
り
門
跡

の

一
つ
梶
井
家
に
縁
あ
る
川

口
寿
明
宅
に
逗
留
す
る
。
船
は
六
日

朝
到
着
。

昨
夜
よ
り
の
雪
が
相
当
積
も

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
即
位
式
当
日
も
降
り
止
ま

ず
、
都
大
路
を
覆

っ
た
。
よ
う
や
く
午
前

一
〇
時
過
ぎ
に
止
む
。
前
夜
緊
張
の

あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
吐
露
す
る
彼
も
、
往
来
す
る
人
々
が
、
こ
の
積

雪
す
ら
も
御
代
が
な
お
豊
か
に
な
る
前
兆
だ
と
言
う
会
話
を
聞
き

「
つ
き
づ
き

し
い
」
こ
と
だ
と
感
想
を
書
く
。
雨
が
降

る
と

「降
り
込
む
」
と
捉
え
る
の
と

同
様
、
庶
民
は
白
雪
を
吉
兆

の
徴
と
み
な
す
。

彼

は
ま
た
四
神
旗
や
龍
像

の
旗
や
公
卿

の
衣
裳
は
唐

の
真
似

で

「常
な
ら

ぬ
」
珍
し
い
も

の
で
あ
り
、
総

て
紫
宸
殿
側
南

の
玉
敷

の
庭
に
栄
え
輝
き
神

々

し
い
も
の
で
あ

っ
た
と
興
奮
気
味
に
実
況

し
、
最
後
は
図
書
が
香
を
姓
い
て
天

に
即
位
式
を
告
知
し
、
公
卿
た
ち
が
再
拝

舞
踏
し
萬
歳
を
唱
え
た
こ
と
ま
で
し

っ
か
り
見
届
け
た
。
母
親
が
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
こ
の
式

の

一
部
始
終
を
見
届

け
、
國
雄
も
宸
儀
を
拝
見
し
非
常
な
感
動
を
覚
え
畏
れ
涙
し
た
と
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
拝
見
し
た
ど
の
庶
民
も
同
じ
心
境

で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
即
位
式

で
騒
ぐ
不
埒
な
輩
は
見
あ
た
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ

る
。

つ
ま

り
本
書

は
即
位
式

の
感
動
を
忘
れ
ず
残
そ
う
と
す
る
岡
國
雄

の
個
人
的
で
純
粋

な
気
持

か
ら
発
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
即
位
式
拝
見

の
素
朴
な
興

奮
ぶ
り
が
伝
わ

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
母
親
が
紫
宸
殿
の
南

の
階

で
観
覧

で
き
た
が
、
こ
れ
は
明
正
天
皇

の
即

位
式
屏
風
図
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

近
世

で
は
天
皇
即
位
式
で
庶
民
を
排
除
し
、
あ
る
い
は
庶
民
か
ら
隔
離
さ
れ

目
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
で
単
独
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
近
世
は
即
位
儀

礼
と
い
う
最
高
級

の
神
事
で
あ

っ
て
も
庶
民
を
神
経
質
に
忌
避
す
る
も

の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
と
も

に
寿
き
、
親
近
感
の
あ
る
喜
ぶ
祝
祭
と
し
て
機
能
し
て
い

た
と
捉
え
る
ほ
う
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

注(
1
)

内

山
美

樹

子

「演

劇
史

の
な

か

の
天
皇

」

『
日
本

の
近

世
』

第

二
巻
、

中
央

公

論
社

、

一
九

九

一
、

三
〇
六
頁

。

(
2
)

拙

稿

「
歌

舞
伎

衣
裳

〔
馬
廉

つ
き

四

天
〕

〔
小

忌

衣
〕

の
誕

生

」

(
日
本

風

俗

史
学

会
誌

『風

俗
史

学
』
第

二

一
号

、

二
〇

〇

二
)

三
九

～

六
七
頁

。
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(
3
)

『
有
徳

院
殿

御
実

記
』

附
録

巻

三
、

一
五

二
頁

「
羽
倉

在
満

住
吉

廣
守

受
吉

宗
命

拝
大

嘗
会

御
儀

」

の
条

よ
り
。

(
4
)

『
大
嘗

会
便

蒙
御

咎
巓

末

』

(
『荷

田
全
集
』

所
収

、

一
九

九
〇
年

)
、

『
東
京

市
史

稿

』
産

業
篇

、
第

一
五
-

六
六

四
、

六

六

五
頁
。

前
掲

書

『有

徳

院

殿
御

実
記

』
附

録
巻

3
。

(
5
)

喜

田
川

守
貞

『
近
世

風
俗

志

』
も

同
様

。

写
本

段

階

で
挿

絵
が

異

な

り
、

誤
植

も
生

じ

た
。

(
6
)

前
掲

森

田
論
文

、

五
四

～

六

二
頁
。

(
7
)

早
稲

田
大
学

演

劇

博
物

館
所

蔵

の
浮
世

絵

か

ら
、
公

家

悪

や
謀

反

人

の
役

に
用

い
ら

れ

る
王
子

の
髪

型

と
総

髪

で
描

か
れ

た
浮

世

絵

を
と

り

だ

し
、

そ

の

一
覧

表

を
作

成

し
た

(前

掲
森

田
論

文

、

五
八

～
六

一
頁
)
。

(
8
)

歌

舞
伎

衣
裳

で
は
ピ

ソ
ト

コ
と

い
う
。

(
9
)

『京

都

町
触

集

成
』

第

三
巻

、

一
七

二
頁

。

『京

都

町

触
集

成

』

全

=

二
巻

(京

都

町
触
研

究
会

編

、
岩
波

書
店

、

一
九

八

三
～

一
九

八
七
)
。

(
10
)

『京

都

町
触
集

成
』

第

三
巻

、

五
〇
頁
。

(
11
)

『京

都

町
触
集

成

』
第

一
巻

、

一
七

三
頁
。

(
12
)

『
京
都

町
触
集

成

』
第

一
巻

、

一

一
六
頁
。

(
13
)

『
京
都

町
触
集

成

』
第

三
巻

、

一
二
三
頁
。

(
14
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

一
一
巻
、

三
九

二
頁

。

(
15
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

一
一
巻
、

四

一
七
頁

。

(
16
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

一
一
巻
、

三
九

三
頁

。
翌

日
、

禁
裏

崩
御

の
触

れ
が

で
た
。
光

格

天
皇

崩

御

の
時

と

同
様

、
鳴

物
停

止

、
上

下
京

の
魚
店

商

売
停

止

を
心

得

る
旨

、
洛

中
洛

外

社

方

へ
知

ら

さ
れ

た
。

大
行

天

皇

か
ら

仁
孝

天

皇

へ

と
謚

号

等
、

葬
儀

行

事

な
ど

の
禁

裏

情
報

が

刻

々
と
庶

民

に
告

知

さ

れ

た
。
庶

民
側

と

し

て
は

い
や
が

う

え

に
も
禁

裏

へ
の
関

心

が
集

ま

っ
た

こ
と

は
想

像

に

難

く
な

い
。

(
17
)

『
京

都

町
触

集

成
』
第

二
巻
、

二
五
三
頁
。

(
18
)

『京

都

町
触

集

成
』

第

二
巻
、

二
五
七
頁

。

(
19
)

『京

都

町
触
集

成
』

第

三
巻
、

一
二
〇
頁

。

(
20
)

『京

都

町
触
集

成
』

第

三
巻
、

一
九

九
頁

。

(
21
)

『京

都

町
触
集

成
』

第

三
巻
、
・
一
七

二
頁

。

(
22
)

『京

都

町
触
集

成
』

第

三
巻
、

一
七

三
頁

。

(
23
)

宝

暦

二
年

一
一
月

の
新

嘗

祭

に
は
、
前

回

の
触

れ

で
告

知

し

た

に
も

か

か

わ
ら
ず

鐘

の
音
が

し

た

の
で
、
今

度

鐘

の
音

が

聞

こ
え

た

ら
厳

し

く
詮
議

す

る

と

の
達

し
が

出

さ
れ

て

い
る

(
『京

都

町
触
集

成
』

第

三
巻

、

三

一
四
～

三

一
五

頁

所
収

)
。

(
24
)

『京

都

町
触
集

成

』
第

四
巻

、

三
三

一
頁

(
25
)

『
京
都

町
触
集

成

』
第

五
巻

、

一
四

六
頁
。

(
26
)

『
京
都

町
触
集

成

』
第

四
巻

、

二
七
〇

頁
。

(
27
)

『
京
都

町
触
集

成

』
第

五
巻

、
九

四
頁

。

(
28
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

五
巻

、

一
九

五
頁
。

(
29
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

五
巻

、

一
九

八
頁
。

(
30
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

五
巻

、

一
九

五
頁
。

(
31
)

『
京
都

町
触

集
成

』
第

五
巻

、

一
九

八
ー

一
九
九

頁
。

(
32
)

『
京
都

町
触

集

成
』
第

六
巻

、

一

一
〇
頁
。

(
33
)

『
京
都

町
触

集

成
』
第

九
巻

、

三

八
六
頁
。

(
34
)

『京
都

町

触
集

成
』
第

九
巻

、

三

八
七
頁

。
な

お
孝

明
天
皇

の
即
位
式

の
時

は
、

僧
尼

に
関

す

る
処

遇

は
仁

孝

天
皇

の
時

と

ほ
と

ん
ど

お
な

じ

で
切
手

不
要
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な

ど
変

わ

ら

な

い
が

、
道

順

は

よ
り
詳

し
く
説

明

さ

れ

「
建

春

門

よ
り

入
、

左

腋
門

よ
り

廻
廊

通

、
承

明
門

之

所

二
而
者
溝

際

を

通

り
、
右

手
腋

門

ヨ
リ
西

御

築
地

穴
門

ヨ
リ
出
候

事

(
傍
点

森

田
)
」

(
『京

都

町
触
集

成
』

第

一

一
巻

、

四
三

七
頁

)

と
な

っ
て

い

る
。

な

お
仁

孝

天
皇

は
即
位

式
後

の
大

嘗
会

一

一
月

一
六

日

は
新
嘗

祭

と
記
載

(九

巻
、

三
九
〇
頁

)
。

(
35
)

『
在
外

日
本

の
至
宝
』

第

四
巻

「
障
屏

画
」

毎

日
新
聞

社

、

一
九

八
○
、

一

〇

四
、

一
〇

五
頁
。

(
36
)

『
皇
室

の
至
宝

御
物

絵

画

二
』
、
毎

日
新

聞
社

、

一
九
九

一
、

五

～
七
。

(
37
)

仲

町

啓
子
概

説

、
前
掲

『皇

室

の
至

宝

御

物

絵
画

二
』

二
〇

六
頁
。

(
38
)

国
書

基
本

デ

ー

タ
ベ

ー

ス
か
ら

「
即

位
」

を
調

べ
る

と
、
天

皇

即
位

式

関

連

事
項

は
七
九

九

件

で
あ

る
。

天
皇

名

や

元
号

が

明
記

さ

れ

て

い
な

い
も

の
は

江

戸
時

代

と

は
確

認

で
き

な

い

の
で
正

確

な
数

は
不

明
。

(
39
)

大

阪
府

立
中

央

図
書
館

蔵
。

「
初
代

豊

田
文

三
郎

遺
書
」

と

「
善
治

家

蔵
」

の
印
あ

り
。

豊

田
次
郎

は
大

阪

で
市
議

会
議
員

を

務

め
た

こ
と

の
あ

る
人
物

。

.(
40
)

北

斗

七
星

を
背

に
負

わ

ぬ
中

国
皇

帝

の
祭

服

に
対

し
、

天
皇

の
袞

衣

は
北

斗

七
星

を
背

に
負

う

(吉

野

裕
子

『天
皇

の
祭

り
』

講

談
社

、

二
〇
〇

〇
)
。

(
41
)

岡

國
雄

『
御

即
位
庭

上
幢

鉾
調

度

図
』

に
は

題
箋

、
表

題

な
し
。

(
42
)

文
化

一
四
年

は
仁
孝

天

皇

の
即

位

の
あ

っ
た
年

。

西
山

道
堪

は
友

人

の
木

邑
松

次

郎
所

有

の

『
御

即
位

庭
上

幢

鉾

調
度

図
』

を

借

り

て
こ

の
規
式

部

分

を

写

し
た

と

の
断

り
が

あ

る
。
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